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生
徒
派
遣
団
員

〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

A
団江

尾
奈
那
子
・
中
村
祐
輝

乾
健
太
郎
・
山
田
奈
津
実

高
井
愛
・
新
谷
宙
也

渡
辺
純
也
・
臼
井
紀
予
美

川
瀬
三
花
・
宮
川
結
貴

山
田
未
來
・
服
部
圭
香

石
神
那
津
美
・
棚
橋
亜
紀

中
村
理
沙
・
矢
島
沙
織

佐
藤
美
文
・
川
田
桃
子

村
橋
彩
・
遠
山
美
樹

藤
田
琴
未
・
西
尾
ひ
と
み

若
森
彩
花

B
団竹

内
貴
志
・
桐
山
雄
一
朗

岡
山
夕
真
・
提
萌
絵
子

稲
葉
菜
月
・
戸
村
圭
汰

尾
関
宏
謙
・
土
井
理
恵
子

武
田
光
代
・
長
屋
沙
枝

服
部
将
也
・
玉
井
大
介

原
里
沙
・
山
本
昌

高
田
千
絵
・
奥
田
哲
也

川
嵜
大
樹
・
田
中
優
華

若
井
祐
紀
奈
・
恩
田
ひ
か
る

吉
村
菜
帆
・
大
山
麻
梨
香

鬼
頭
彩
乃
・
中
村
友
美

福
田
く
ら
ら
・
早
矢
仕
康
博

古
田
卓

情
報
化
、
国
際
化
な
ど
社
会
環
境
が

著
し
く
変
化
す
る
中
で
、
時
代
の
変
化

に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
市
で
は
、
市
内
中
学
校
の

生
徒
代
表
を
海
外
に
派
遣
し
、
外
国
の

文
化
や
生
活
に
直
接
触
れ
、
交
流
や
研

修
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
国
際
社
会
に

対
す
る
理
解
や
認
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
中
学
校
生
徒
海
外
派
遣
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
派
遣
先
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
、
市
内
三
中
学
校
の
代
表
五
十
名

が
、
A
、
B
二
つ
の
団
に
分
か
れ
て
八

月
二
十
二
日
〜
二
十
八
日
の
七
日
間
、

現
地
の
学
校
を
訪
問
し
て
同
世
代
の
子

供
た
ち
と
交
流
し
た
り
、
農
家
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
宿
泊
し
て
農
場
の

仕
事
を
手
伝
う
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
や
世

界
遺
産
の
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
の

中
に
あ
る
島
で
の
清
掃
活
動
な
ど
を
体

験
し
た
り
し
ま
し
た
。

派
遣
団
員
の
皆
さ
ん
は
日
本
と
は
違

う
習
慣
や
文
化
に
、
自
分
自
身
で
実
際

に
触
れ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
た

だ
け
で
な
く
、
市
内
の
他
の
中
学
校
生

徒
と
の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

こ
こ
で
は
派
遣
団
員
の
中
か
ら
五
名

の
方
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。
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美
山
中
三
年
　
　
川
田
桃
子

私
た
ち
三
年
生
は
、
二
十
三
日
に
ゴ

ー
ド
ン
ベ
ー
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
訪

問
し
ま
し
た
。

学
校
で
は
現
地
の
人
と
ペ
ア
を
つ
く

り
、
校
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

初
め
は
な
か
な
か
話

せ
な
く
て
沈
黙
が
続

き
ま
し
た
。
で
も
、

言
葉
を
交
わ
し
て
い

く
う
ち
に
緊
張
が
な

く
な
り
、
笑
い
あ
い

な
が
ら
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る
時
間
に
、

よ
こ
さ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
現
地
の
生
徒
と

一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
特
に

言
葉
を
交
わ
し
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
、
気
持
ち
が
通
い
合
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。

こ
の
事
で
、
私
は
も
っ
と
英
語
を
勉

強
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
以
外
の
国

の
人
た
ち
と
も
触
れ
合
っ
た
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

高
富
中
三
年
　
　
矢
島
沙
織

フ
ァ
ー
ム
で
の
体
験
は
長
い
よ
う
で

と
て
も
短
く
感
じ
ま
し
た
。
初
め
は
不

安
ば
か
り
で
し
た
が
、
知
っ
て
い
る
英

語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
い
、
必
死
に

話
し
た
ら
伝
わ
り
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
い
つ
も

笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
言
葉
は

違
う
け
ど
、
笑
顔
は
世
界
共
通
な
ん
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
フ
ァ
ー

ム
の
方
た
ち
に
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
動
物
と
触
れ
合
っ
た
り
、
自
然
を
見

た
り
、
牧
場
に
行
っ
た
り
…
…
。
そ
の

時
改
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
壮
大
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
別
れ
の
時
。
フ
ァ
ー
ム
の
方

は
そ
の
時
も
笑
顔
で
い
て
く
だ
さ
り
、

あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
三

日
間
で
家
族
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

学
校
訪
問
を
通
し
て

笑
顔
あ
ふ
れ
る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

山
県
市
役
所
前
発

名
古
屋
空
港
か
ら
空
路
、
ケ
ア

ン
ズ
へ

【
機
中
泊
】

ケ
ア
ン
ズ
着
　
ケ
ア
ン
ズ
空
港

で
入
国
手
続

A
団ゴ

ー
ド
ン
ベ
ー
ル
高
校
訪
問

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
、

学
校
見
学
、
日
本
側
生
徒
の

歌
・
踊
り
・
文
化
紹
介

B
団船

で
グ
リ
ー
ン
島
へ

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
各

班
ご
と
に
自
由
行
動

2
日
目

8
月
23
日

1
日
目

8
月
22
日
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美
山
中
二
年
　
　
武
田
光
代

私
が
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
感
じ
た
事

は
、
日
本
と
い
う
国
の
小
さ
さ
と
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
の
優
し
さ
、
言

葉
の
通
じ
な
い
国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
大
変
さ
で
し
た
。

私
が
お
邪
魔
し
た
フ
ァ
ー
ム
は
見
渡

す
か
ぎ
り
の
放
牧
地
で
、
車
も
ほ
と
ん

ど
通
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
草
原

で
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
ち
ら

の
家
族
の
人
と
は
、

言
葉
や
文
化
の
違

い
な
ど
が
あ
っ
て
、

相
手
が
何
を
話
し
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
一
日
、
二
日
と
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
。
フ
ァ
ー
ム
最
終
日
の
こ
ろ
に

は
、
何
と
か
相
手
の
言
い
た
い
事
が
理

解
で
き
は
じ
め
ま
し
た
が
、
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
ま
ま

終
わ
っ
て
し
ま
い
と
て
も
く
や
し
か
っ

た
の
で
、
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

伊
自
良
中
三
年
　
　
高
井
　
愛

私
た
ち
三
年
生
二
十
七
人
は
五
日
目

に
グ
リ
ー
ン
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
島
は
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ

て
い
る
、
と
て
も
き
れ
い
な
海
に
囲
ま

れ
て
い
る
島
で
す
。
私
は
海
の
き
れ
い

さ
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
上
に
サ
ン
ゴ
礁
や
魚
の
種
類
の
多
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
海
に
入
る
前
に
「
ビ

ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」
と
い
う
浜
の
ご

み
拾
い
を
し
ま
し

た
。
た
ば
こ
の
吸
い

が
ら
な
ど
が
あ
り

「
こ
れ
が
自
然
を
破

壊
し
て
い
く
ん
だ
な
ぁ
」
と
い
う
こ
と

を
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
待
ち
に

待
っ
て
い
た
海
に
入
り
ま
し
た
。
海
に

入
っ
た
瞬
間
サ
ン
ゴ
が
あ
っ
た
の
で
、

サ
ン
ゴ
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
海
の
深
い

と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン

島
で
は
、
日
本
で
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、

自
分
に
と
っ
て
も
良
い
体
験
が
で
き
ま

高
富
中
二
年
　
　
桐
山
雄
一
朗

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
五
日
目
、
僕

た
ち
二
年
生
は
、
バ
ビ
ン
ダ
・
ス
テ
ー

ト
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問

し
た
学
校
は
、
日
本
の
幼
稚
園
児
か
ら

高
校
生
ぐ
ら
い
ま
で
の
幅
広
い
人
が
通

っ
て
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
内
に
売
店
が
あ
っ
た
り
、
家
か
ら

お
弁
当
を
持
っ
て
き
て
も
い
い
と
い
う

点
も
日
本
と
違
っ
て

い
て
、
驚
い
た
反
面

う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
し
た
。

僕
が
一
番
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
は
、
現

地
の
生
徒
た
ち
に
日
本
の
伝
統
的
な
遊

び
を
紹
介
で
き
た
こ
と
で
す
。
生
徒
た

ち
は
、
け
ん
玉
や
コ
マ
ま
わ
し
な
ど
に

さ
か
ん
に
ト
ラ
イ
し
て
、
一
回
成
功
す

る
ご
と
に
す
ご
く
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
文
化
交

流
が
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
で
し
た
。
こ
の
体
験
を
今
後
の
生

活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
感
じ
た
事

グ
リ
ー
ン
島
で
の
活
動

学
校
交
流
会

A
団
・
B
団

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
集
合

【
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
泊
】

終
日フ

ァ
ー
ム
ス
テ
イ

酪
農
体
験
や
肉
牛
飼
育

の
研
修
、
フ
ル
ー
ツ
・
さ

と
う
き
び
・
野
菜
収
穫
・

ザ
リ
ガ
ニ
出
荷
な
ど
本
物

の
フ
ァ
ー
ム
体
験

【
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
泊
】

班
別
自
主
行
動

【
ホ
テ
ル
泊
】

A
団船

で
グ
リ
ー
ン
島
へ

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
各

班
ご
と
に
自
由
行
動

B
団バ

ビ
ン
ダ
ス
ク
ー
ル
訪
問

ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
、

学
校
見
学
、
日
本
側
生
徒
の

歌
・
踊
り
・
文
化
紹
介

【
ホ
テ
ル
泊
】

現
地
観
光

【
ホ
テ
ル
泊
】

ホ
テ
ル
発

ケ
ア
ン
ズ
空
港
か
ら
空
路
、
帰

国
の
途
へ

名
古
屋
空
港
か
ら
山
県
市
役
所

前
着

7
日
目

8
月
28
日

6
日
目

8
月
27
日

5
日
目

8
月
26
日

4
日
目

8
月
25
日

3
日
目

8
月
24
日
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市の財政事情を公表します�市の財政事情を公表します�

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
財
政

事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
平
成

十
六
年
度
予
算
の
執
行
状
況
等
（
平

成
十
六
年
七
月
末
現
在
）
と
平
成
十

五
年
度
の
決
算
状
況（
速
報
）で
す
。

約
155
億
円

約
158
億
円

約
119
億
円

約
86
億
円

H16 H15 H16 H15
一般会計 特別会計

7月末の予算現額

平成16年度　歳 入 の 状 況 （7月末現在）

予 算 科 目

市　　　税

地方交付税

国・県支出金

市　　　債

そ　の　他

計

予 算 現 額

027億4,692万円

041億4,432万円

018億9,767万円

036億9,380万円

030億3,302万円

155億1,573万円

調定額
収納済額

28億5,511万円
18億9,490万円
19億2,677万円
19億2,677万円
07億3,096万円
00億7,507万円
01億0,170万円
01億0,170万円
07億5,571万円
00億4,875万円
63億7,025万円
40億4,719万円

市民1人当たりの収入済額 128，740円

市民1人当たりの市税の収入済額 60，276円

率

103.9%
069.0%
046.5%
046.5%
038.5%
004.0%
002.8%
002.8%
024.9%
001.6%
041.1%
026.1%

※「調定額」とは、市が収入できる債権を確定した額。

平成16年度　歳 出 の 状 況 （7月末現在）

予 算 科 目

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

土　木　費

教　育　費

公　債　費

そ　の　他

計

予 算 現 額

15億6,211万円

28億3,502万円

9億3,682万円

19億1,787万円

29億6,127万円

23億1,645万円

29億8,619万円

155億1,573万円

負担行為額
支出済額

05億2,180万円
03億8,834万円
08億7,223万円
07億3,863万円
03億6,213万円
02億5,823万円
06億2,591万円
03億0,230万円
20億4,895万円
05億6,509万円
01億0,247万円
01億0,247万円
08億7,672万円
06億1,848万円
54億1,021万円
29億7,354万円

市民1人当たりの支出済額 94，587円

率

33.4%
24.9%
30.8%
26.1%
38.7%
27.6%
32.6%
15.8%
69.2%
19.1%
04.4%
04.4%
29.4%
20.7%
34.9%
19.2%

※「負担行為額」とは、市が契約等により支払い事実を確定した額。

平成16年度の予算成立状況

当 初 予 算

補正予算

繰越明許分

予算現額

一 般 会 計 特 別 会 計

175億7,000万円 92億6,911万円

△24億7,490万円 26億7,471万円

4億2,063万円 －万円

155億1,573万円 119億4,382万円

平成16年7月31日現在

※地域情報化事業分は「特別会計」として計上。

予
算
執
行
状
況
等

七
月
末
現
在
の
予
算
現
額

は
、
百
五
十
五
億
千
五
百
七

十
三
万
円
、
全
体
の
調
定
額

は
六
十
三
億
七
千
二
十
五
万

円
（
執
行
率
四
一
・
一
％
）

で
、
収
入
額
は
四
十
億
四
千

七
百
十
九
万
円
（
収
入
済
率

二
六
・
一
％
）
と
な
っ
て
い

て
、
今
日
ま
で
は
計
画
ど
お

り
順
調
に
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。

一
般
会
計
の
歳
入
の
状
況

七
月
末
現
在
の
予
算
現
額

は
、
百
五
十
五
億
千
五
百
七

十
三
万
円
、
全
体
の
支
出
負

担
行
為
額
は
五
十
四
億
千
二

十
一
万
円
（
執
行
率
三
四
・

九
％
）
で
、
支
出
額
は
二
十

九
億
七
千
三
百
五
十
四
万
円

（
支
出
済
率
一
九
・
二
％
）

と
な
っ
て
い
て
、
今
日
ま
で

は
計
画
ど
お
り
順
調
に
進
ん

で
き
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
の
状
況
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平成16年度　特 別 会 計 の 状 況 （7月末現在）

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

高 富 財 産 区

地域情報化事業

計

予 算 現 額 a

26億5,925万円

28億9,305万円

15億7,049万円

6億2,215万円

3億9,667万円

12億3,178万円

246万円

25億6,797万円

119億4,382万円

調 定 額 b 支出負担額 c
収 納 済 額 b 支 出 済 額 c
9億6,012万円 36.1% 8億1,150万円 30.5%
7億6,270万円 28.7% 7億2,855万円 27.4%
7億9,062万円 27.3% 7億5,598万円 26.1%
7億9,062万円 27.3% 7億5,320万円 26.0%
6億2,052万円 39.5% 3億1,784万円 20.2%
3億8,477万円 24.5% 3億1,503万円 20.1%
7,900万円 12.7% 6,489万円 10.4%
7,535万円 12.1% 2,052万円 3.3%
4,156万円 10.5% 1億3,050万円 32.9%
3,072万円 7.7% 1,361万円 3.4%

3億7,300万円 30.3% 4億8,380万円 39.3%
5,339万円 4.3% 1,736万円 1.4%
180万円 73.2% 148万円 60.2%
180万円 73.2% 0万円 0.0%
0万円 0.0% 0万円 0.0%
0万円 0.0% 0万円 0.0%

28億6,662万円 24.0% 25億6,599万円 21.5%
20億9,935万円 17.6% 18億4,827万円 15.5%

※地域情報化事業分は「特別会計」として計上。

b/a c/a

平成16年度　基 金 の 状 況

基 　 　 金 　 　 名

財　政　調　整　基　金

減 　 債 　 基 　 金

教 育 施 設 整 備 基 金

魅力あるまちづくり基金

消 防 施 設 整 備 基 金

地　域　福　祉　基　金

国 民 健 康 保 険 基 金

土　地　開　発　基　金

高富財産区調整基金

合　併　振　興　基　金

そ　の　他　の　基　金

合　　　　　　計

7月末現在高

23億0,482万円

12億9,201万円

01億2,181万円

11億8,480万円

01億8,432万円

05億4,808万円

05億6,691万円

03億2,777万円

01億3,492万円

01億7,650万円

03億4,023万円

71億8,217万円

※土地、貸付金等の債権を除く。

平成16年度　地 方 債 の 状 況

地 方 債 の 種 類

普　　　　通　　　　債

うち義務教育施設整備事業債

う ち 過 疎 対 策 事 業 債

う ち 辺 地 対 策 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

減 税 補 て ん 債 等

臨 時 財 政 対 策 債

合　併　特　例　債

簡 易 水 道 事 業 債

農業集落排水事業債

下　水　道　事　業　債

合　　　　　　計

7月末現在高

138億2,524万円

013億2,210万円

003億2,110万円

008億2,968万円

000億7,105万円

010億4,506万円

017億0,910万円

004億8,380万円

009億2,573万円

050億5,852万円

000億5,810万円

231億7,660万円

企業会計の状況

収入

支出

差引

収入

支出

差引

2億7,592万円 7,022万円 25.4%

2億7,546万円 1,996万円 7.2%

46万円 5,026万円

4億1,876万円 510万円 1.2%

5億1,506万円 9万円 0.0%

△9,630万円 501万円

収 益 的 部 門

資 本 的 部 門

区　　　　分 予算現額a 収入・支出額b b/a

積立金残高

2億7,315万円

企業債残高

16億7,326万円
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平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
に

お
い
て
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
約

十
一
億
千
八
百
五
十
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
が
約
一
億

六
十
九
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、
実

質
収
支
額
は
約
十
億
千
七
百
八
十

決
算
状
況

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

合
併
前
の
旧
三
町
村
等
か
ら
引
き

継
い
だ
お
金
が
約
十
億
八
千
九
百

六
十
四
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、
実

質
的
に
は
七
千
万
円
余
り
の
単
年

度
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

市税�
約28.9億円�
18.8％�

その他①�
約17.3億円�
11.3％�

その他②�
約7.9億円�
5.1％�

国庫支出金�
約27.6億円�
18.0％�

地方交付税�
約47.2億円�
30.8％�

市債�
約24.5億円�
16.0％�

依存財源�
69.9％�

自主�
財源�
30.1％�

総務費�
約18.3億円�
12.9％�

民生費�
約27.0億円�
19.0％�

衛生費�
約8.7億円�
6.1％�

農林水産業費�
約9.8億円�
6.9％�

土木費�
約20.7億円�
14.5％�

消防費�
約6.7億円�
4.7％�

教育費�
約26.9億円�
18.9％�

公債費�
約18.0億円�
12.7％�その他�

約6.1億円�
4.3％�

人件費�
約30.7億円�
21.6％�

扶助費�
約7.6億円�
5.4％�

公債費�
約18.0億円�
12.7％�

物件費�
約20.8億円�
14.6％�

補助費等�
約9.5億円�
6.7％�

繰出金�
約9.1億円�
6.4％�

その他�
約4.1億円�
2.8％�

災害復旧�
事業費�
約1.0億円�
0.7％�

普通建設�
事業費�

約41.4億円�
29.1％�

投資的�
経費�
29.8％�

義務的�
経費�
39.7％�

その他�
30.5％�

続
き
更
な
る
適
正
か
つ
効
果
的
な

行
財
政
の
運
営
に
最
善
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平 成 1 5 年 度 決 算 の 状 況

国民健康保険

老人保健

介護保険

簡易水道事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

高富財産区

小　　　計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

うち繰越分 うち繰越分 うち繰越分
153億3,838万円 142億1,988万円 11億1,850万円
22億9,869万円 14億2,591万円 8億7,278万円
29億7,234万円 27億6,106万円 2億1,128万円
2億9,733万円 1億9,917万円 9,816万円
31億6,393万円 31億6,035万円 358万円
1億7,210万円 2億2,040万円 △4,830万円
13億8,395万円 13億2,958万円 5,437万円
1億5,204万円 9,541万円 5,663万円
7億7,809万円 7億3,635万円 4,174万円
7,056万円 1,394万円 5,662万円

4億6,042万円 4億5,176万円 866万円
1億0,719万円 8,585万円 2,134万円
1億4,726万円 1億4,674万円 52万円

337万円 158万円 180万円

89億0,937万円 85億8,742万円 3億2,195万円
7億9,922万円 6億1,477万円 1億8,445万円

242億4,775万円 228億0,730万円 14億4,045万円
30億9,791万円 20億4,068万円 10億5,723万円

会 　 計 　 名

一 般 会 計

合 　 　 計

平成15年度一般会計決算の内訳表

歳入内訳 歳出内訳①
（目的別）

歳出内訳②
（性質別）

※その他①の中には、旧3町村等からの引継金約10.9億円が含まれています。 ※地方債残高は一般会計分のみ

区　　　分

市　　　税

歳出決算額

基 金 残 高

地方債残高

年度末人口

市民1人当たり

091,857円
451,941円
208,597円
544,368円
031,464円

特

別

会

計
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山県市バランスシート［普通会計分］

山県市行政コスト計算書［普通会計分］

平
成
十
五
年
度
の
決
算
計

数
、
基
金
の
運
用
状
況
等
は
正

確
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

運
用
面
に
お
い
て
は
、
特
に
施

設
の
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

管
理
に
最
善
を
尽
く
す
と
と
も

に
、
合
併
支
援
策
の
有
効
な
活

用
、
自
主
財
源
の
一
層
の
確
保

に
最
善
を
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

決
算
審
査
意
見
書

（
要
約
抜
粋
）

紙面の都合により、限られた情報しか
掲載することができませんでした。平成
15年度決算状況について詳細をお知りに
なりたい方は、市役所3階　財政課（
22・6825）までお問い合わせいただく
か、お気軽にお立ち寄りください。
また、詳細は山県市のホームページに

も掲載する予定です。（10月中旬ごろ）

【総務省方式とは】
平成12年3月に総
務省（旧自治省）が
発表した方式で、昭
和44年以降の地方
財政状況調査表を基
礎資料として作成し
たものです。

地
方
公
共
団
体
の
会

計
事
務
は
「
現
金
主

義
」
な
っ
て
お
り
、
減

価
償
却
費
な
ど
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て

き
た
資
産
の
構
成
や
将

来
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
負
債
な
ど
の

「
ス
ト
ッ
ク
情
報
」
は

わ
か
り
に
く
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸

借
対
照
表
）
を
今
般
作

成
し
ま
し
た
。
作
成
方

法
は
、
民
間
手
法
の
考

え
方
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
他

市
等
と
の
比
較
が
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
で

「
総
務
省
方
式
」
に
よ

り
作
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
や

給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら

な
い
情
報
資
料
と
し

て
、
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
等
も
作
成
し
ま
し

た
。

人にかかるコスト 29億6,088万円
（うち人件費 28億1,630万円

物にかかるコスト 50億2,459万円
（うち物件費 20億7,769万円
（うち減価償却費 28億0,386万円

移転支出的なコスト 27億0,192万円
（うち扶助費 7億6,164万円
（うち補助費等 9億5,162万円
（うち繰出金 9億1,444万円

その他のコスト 5億0,503万円
（うち　公債費 3億9,131万円

ａ 合　　計 111億9,242万円

1．有形固定資産 546億0,236万円
（うち土地　132億9,471万円）

2．投 資 等 044億7,458万円
（うち　投資・出資金　005億1,986万円）
（うち　基金　028億9,840万円）

3．流 動 資 産 043億2,195万円
（うち　現金・預金　039億1,462万円）
（うち　未収金　4億0,733万円）

資産合計 633億9,889万円

4．負　　　　債 204億6,611万円
（うち　地方債　152億0,943万円）
（うち　流動負債　019億1,856万円）

5．正 味 資 産 429億3,278万円
（うち　国庫支出金　065億0,629万円）
（うち県支出金　045億6,340万円）
（うち　一般財源　318億6,309万円）

負債・正味資産合計 633億9,889万円

※総務省方式（平成16年3月31日現在）

※総務省方式　（自　平成15年4月1日　　至　平成16年3月31日）

※債務負担行為に関する情報
物件の購入等　20億4,617万円、債務保証・損失補償　33億0.192万円、利子補給等　5億9,262万円

使用料・手数料等 5億3,093万円
国庫（県）支出金 13億3,595万円
一　般　財　源 83億5,605万円

ｂ 合　　計 102億2,293万円

Ｃ
正味資産国庫（県）

5億6,809万円
支出金償還額

期首一般財源等 322億6,448万円

一般財源等増減額
△ 4億0,140万円

（b－a＋c）

期末一般財源等 318億6,308万円

【行政コスト】 【収入項目】

【一般財源等増減状況】

おことわり
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★
★
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★
★
★
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★
★
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★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
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平
成

十
六
年

度
山
県

市
国
際

交
流
海

外
派
遣
団

が
、
八
月
十

八
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
五
泊
七
日
の

日
程
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ

ゴ
ン
州
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
市
を
訪

れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は

じ
め
市
民
と
交
流
を
図
り
ま
し

た
。
こ
の
派
遣
事
業
は
、
国
際

社
会
に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り

推
進
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
高
校
生
十
一
人
、
大
学

生
二
人
、
市
関
係
者
な
ど
の
計

十
七
人
が
参
加
。
団
員
は
そ
れ

ぞ
れ
個
々
の
課
題
を
も
ち
四
日

間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
過
ご
し

ま
し
た
。
異
国
の
文
化
や
生
活

を
肌
で
感
じ
た
団
員
た
ち
は
、

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
市
民
と
親
善
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
派
遣
事
業
中
に

は
、
市
代
表
者
と
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
市
長
の
間
で
今
後
の
友
好
関

係
に
つ
い
て
会
談
を
行
い
ま
し

た
。

八
月
二
十
八
日
、
西
武
芸
橋

周
辺
を
灯
ろ
う
で
飾
る
八
朔
川

祭
り
万
燈
会
（
ま
ん
ど
う
え
）

が
、
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
で
つ

く
る
「
美
山
西
武
芸
橋
T
O
R

O
会
」
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
普
段
見
過
ご
さ
れ
が

ち
な
川
の
恵
み
や
自
然
の
大
切

さ
を
再
認
識
す
る
た
め
、
多
く

の
方
に
川
に
対
す
る
関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
と
同
会
が
三

年
前
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
地

元
の
伝
統
行
事
で
あ
る
八
朔
川

祭
り
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
地
元
の
子
供
た
ち
な
ど

に
呼
び
か
け
て
製
作
し
て
も
ら

う
灯
ろ
う
は
年
々
増
え
て
、
今

年
は
約
八
百
個
が
集
ま
り
、
同

会
会
員
の
手
で
橋
の
欄
干
や
川

辺
な
ど
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

夜
に
な
っ
て
明
か
り
を
と
も
さ

れ
た
灯
ろ
う
は
暗
や
み
の
中
に

幻
想
的
に
浮
か
び
あ
が
り
、
訪

れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

長
の
中
川
登
美
子
さ
ん

ほ
か
隊
員
6
人
が
来

庁
。
中
川
隊
長
が
「
高

齢
者
の
交
通
安
全
対

策
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
の
徹
底
」
な
ど
内

閣
官
房
長
官
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
交
通
事
故

の
な
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
今
後
も
交
通

安
全
対
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
が
、
八
月
二
十
六
日
山
県
市

役
所
を
訪
れ
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
全

国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
が

内
閣
府
の
委
託
を
受
け
て
活
動

し
て
い
る
も
の
で
、
全
国
を
六

ル
ー
ト
に
分
か
れ
て
啓
発
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
伝
達
式
に
は
隊
長
の
岐

阜
県
交
通
安
全
女
性
協
議
会
会

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

川
面
に
映
る

灯
ろ
う
の
あ
か
り

交
通
事
故
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
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団
体
戦
・
型

準
優
勝
　
岸
本
幸
也
　
中
村
建

太
　
中
島
崇
晴

ベ
ス
ト
8

鳥
澤
幸
太
郎
　
棚

橋
琢
磨
　
島
田
竜
之
介

個
人
戦
・
型

準
優
勝
　
岸
本
侃
也

第
3
位
　
岸
本
龍
弥

ベ
ス
ト
8

青
山
萌
　
岸
本
幸

也
　
吉
田
夏
実
　
清
家
桜
　
梅

田
洸
希
　
嶋
田
寧
々

個
人
戦
・
組
手

準
優
勝
　
岸
本
侃
也

第
3
位
　
清
家
桜

ベ
ス
ト
8

岸
本
幸
也
　
吉
田

夏
実
　
梅
田
洸
希
　
野
村
領
祐

岸
本
龍
弥

八
月
七
日
、
八
日
に
愛
媛
県

武
道
館
で
行
わ
れ
た
全
国
空
手

道
選
手
権
大
会
に
、
山
県
市
空

手
道
協
会
か
ら
十
八
人
が
出
場

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
出
場

選
手
は
、
県
大
会
、
東
海
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
残
し
選
ば
れ

た
選
手
た
ち
で
、
団
体
戦
・
型

な
ど
で
準
優
勝
と
い
う
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
に
は
、
第
二
回

山
県
市
空
手
道
大
会
を
山
県
市

総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

全
国
空
手
道
大
会
で
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
月
二
十
九
日
、
東
海
地
震

を
想
定
し
て
山
県
市
総
合
防
災

訓
練
を
市
内
全
域
で
行
い
ま
し

た
。
主
会
場
と
な
っ
た
伊
自
良

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
は
地
元
住

民
や
市
職
員
、
消
防
職
員
、
消

防
団
員
な
ど
約
千
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
訓
練
は
午
前
九
時
に

震
度
六
強
の
地
震
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
始
ま
り
、
市
職

員
な
ど
の
誘
導
で
住
民
が
伊
自

良
中
グ
ラ
ン
ド
に
避
難
。
住
民

た
ち
は
毛
布
と
竹
で
応
急
担
架

を
作
り
負
傷
者
を
運
ぶ
訓
練

や
、
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消

火
訓
練
な
ど
を
体
験
。

ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使

い
、
空
路
に
よ
る
負
傷
者
の
搬

送
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
の
観
光
資
源
を
よ
り
良
く

す
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
、
公

募
し
た
観
光
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
市
内
各
所
を
体
験
、
見
学

し
て
い
た
だ
く
「
り
・
ふ
れ
っ

旬
や
ま
が
た
ツ
ア
ー
」
の
第
四

弾
が
八
月
二
十
七
日
に
開
催
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
二
十
一
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
や
ま
が
た
夏
の
想

八
月
二
十
一
日
、
伊
自
良
北

小
校
区
の
青
少
年
育
成
会
議
が

伊
自
良
北
小
グ
ラ
ン
ド
で
盆
踊

り
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
三
十
七
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
こ
の
行
事
は
、
今
年
も
大

盛
況
。
お
お
ぜ
い
の
地
域
住
民

が
夜
店
で
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し

み
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
し

た
。

い
出
ツ
ア
ー
」
と
し
て
、
武
儀

川
の
美
山
観
光
ヤ
ナ
で
ヤ
ナ
漁

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
捕
っ
た

ア
ユ
は
そ
の
場
で
塩
焼
き
に
し

て
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
伊
自
良
湖
畔
の
「
工
房

文
さ
」
の
大
橋
文
雄
さ
ん
を
講

師
に
お
願
い
し

て
、
川
原
で
拾

っ
て
き
た
石
に

思
い
思
い
の
絵

や
言
葉
を
描
く

ス
ト
ー
ン
ア
ー

ト
に
も
挑
戦
し

て
も
ら
い
ま
し

た
。岐

阜
市
か
ら

参
加
さ
れ
た
沢
田
末
吉
さ
ん
は

「
自
然
の
中
で
童
心
に
帰
っ
た

気
分
。
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
も
初

め
て
の
体
験
で
大
変
楽
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

全
国
空
手
道
大
会
で優

勝

り
・
ふ
れ
っ
旬

第
4
弾

夜
の
小
学
校
で
盆
踊
り

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

団
体
戦
・
型

個
人
戦
・
型

個
人
戦
・
組
手
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山
県
市
内
の
森
林
組
合
（
高

富
町
森
林
組
合
・
美
山
町
森
林

組
合
）
と
岐
阜
市
森
林
組
合

は
、
九
月
七
日
に
合
併
予
備
契

約
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
台
風
十
八
号
の
影

響
で
予
定
し
て
い
た
調
印
式
が

中
止
さ
れ
た
た
め
、
鷲
見
昇
高

富
町
森
林
組
合
長
、
矢
口
貢
男

美
山
町
森
林
組
合
長
、
嶋
崎
藤

雄
岐
阜
市
森
林
組
合
長
の
三
人

が
、
立
会
人
で
あ
る
関
係
各
市

長
や
県
の
農
林
商
工
事
務
所
長

を
訪
問
し
て
、
予
備
契
約
書
に

署
名
を
も
ら
い
受
け
ま
し
た
。

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権

東
海
大
会
女
子
五
十
二
kg
級
で

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と

に
よ
り
、
九
月
十
一
日
、
十
二

日
に
東
京
講
道
館
で
行
わ
れ
る

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手

権
大
会
に
東
海
地
区
を
代
表
し

て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。払

い
腰
が
得
意
と
い
う
堀
部

さ
ん
は
全
国
大
会
出
場
を
前
に

八
月
二
十
日
、
鶯
谷
高
校
柔
道

部
の
山
田
逸
郎
監
督
と
市
役
所

を
訪
れ
、
市
長
に
「
悔
い
の
残

ら
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

合
併
後
は
「
岐
阜
中
央
森
林

組
合
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
組

合
の
な
か
っ
た
市
内
伊
自
良
地

域
と
各
務
原
市
も
含
み
、
組
合

員
数
四
千
百
五
十
四
名
、
組
合

員
所
有
森
林
面
積
一
万
五
千
七

百
九
十
六
　
で
、
間
伐
の
推

進
、
市
街
地
周
辺
森
林
や
里
山

林
の
整
備
等
に
よ
り
、
健
全
で

活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
に
取
り

組
く
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
、

今
後
は
来
年
四
月
一
日
の
合
併

を
目
指
し
て
、
各
組
合
が
十
一

月
末
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
総
会
を

開
催
し
ま
す
。

森
林
組
合
合
併

予
備
契
約
調
印

救
急
隊
員
は

た
い
へ
ん
で
す

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

.

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

ま
し
た
。
た
い
へ
ん
な
仕
事
で

あ
る
こ
と
が
認
識
で
き
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

九
月
十
日
、
藤
倉
遊
園
地
で

藤
倉
献
灯
狂
俳
会
・
十
日
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

狂
俳
と
は
、
決
め
ら
れ
た
題

を
七
五
か
五
七
の
十
二
字
で
詠

む
日
本
一
短
い
詩
。
素
朴
な
文

芸
と
し
て
江
戸
後
期
、
名
古
屋

を
中
心
に
流
行
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、

約
百
四
十
年
前
か
ら
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
二
十
年
前
か
ら

練
、
救
助
訓
練
を
見
学
。
隊
員

の
的
確
で
素
早
い
動
き
に
同
ク

ラ
ブ
運
営
協
議
会
会
長
の
山
口

由
賀
利
さ

ん
は
「
隊

員
の
方
々

の
訓
練
を

み
せ
て
い

た
だ
き
貴

重
な
体
験

を
さ
せ
て

い
た
だ
き

保
存
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
秋
の
夜
」、「
や
さ
し

い
」
な
ど
が
題
で
、
約
三
十
人

か
ら
五
百
六
十
句
の
応
募
が
あ

り
、
秀
逸
に
は
上
野
善
巳
さ
ん

の
「
金
華
の
城
が
月
に
浮
く
」、

大
尾
に
は
上
野
欣
也
さ
ん
の

「
慈
悲
が
漂
う
眉
が
細
い
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
や

花
火
の
打
ち
上
げ
、
バ
ザ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、
地
域
の
交
流
の

場
と
し
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

秀
逸
に
上
野
善
巳
さ
ん
、

大
尾
に
は
上
野
欣
也
さ
ん

九
月
九
日
の
「
救
急
の
日
」

山
県
市
消
防
本
部
で
山
県
市
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
役
員
が
一
日
救

急
隊
長
に
委
嘱
さ
れ
救
急
業
務

へ
の
理
解
や
認
識
を
深
め
ま
し

た
。市

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
役
員
は

岡
田
達
雄
消
防
長
か
ら
委
嘱
状

を
受
け
取
っ
た
後
、
救
急
訓

鶯
谷

う
ぐ
い
す
だ
に

高
校
一
年
で
柔
道
部
に

所
属
す
る
高
木
在
住
の
堀
部
舞

さ
ん
が
こ
の
た
び
行
わ
れ
た
全

柔
道
で
全
国
大
会
出
場

調
印
後
握
手
を
交
わ
す
各
組
合
長

（
左
か
ら
嶋
崎
組
合
長
、
岡
本
岐
阜

農
林
商
工
事
務
所
長
、矢
口
組
合
長
、

鷲
見
組
合
長
）

ヘク
タ

ー
ル
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▼
開
催
日
時

十
一
月
十
二
日
（金）

午
後
一
時
〜
三
時

▼
開
催
場
所

山
県
市
役
所
　
大
会
議
室

▼
参
加
者

●
応
募
さ
れ
た
山
県
市
民

●
山
県
市
職
員

●
岐
阜
県
男
女
共
同
参
画
室
職
員

●
い
き
い
き
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
ぎ
ふ
構
成
員

▼
応
募
資
格

山
県
市
在
住
の
方

▼
募
集
人
数

五
名
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
応
募
方
法

総
合
企
画
課
へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
―

メ
ー
ル
に
て
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、「
男
女
参
加
希
望
」
と
明
記

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
の
応
募
も
受
け
付

け
ま
す
。（
開
庁
時
に
限
る
。）

▼
応
募
期
限

十
月
十
八
日
（月）

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

山
県
市
役
所
総
合
企
画
課

22
・
6
8
2
4

22
・
6
8
5
1

E-m
ail
kikaku@

city.yam
agata.gifu.jp

●
男
女
共
同
参
画
と
は
？

岐
阜
県
で
は
、「
岐
阜
県
男
女
が
平

等
に
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
条
例
」
を
平
成
十
五

年
に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、

「
男
女
が
、
平
等
に
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
社
会
の
対
等
な
一
員
と
し
て
、

自
分
の
意
志
で
す
べ
て
の
分
野
の
活
動

に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
男
女
が
政
治
的
、
社
会
的
、
文
化

的
な
ど
の
面
で
等
し
く
利
益
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
負
う
こ
と
」

と
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、「
男
だ
か
ら

〜
す
る
」「
女
だ
か
ら
〜
で
き
な
い
」
と

決
め
つ
け
た
考
え
方
を
も
っ
て
行
動
す

る
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
て
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
で
す
。

●
い
き
い
き
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

ぎ
ふ

岐
阜
地
域
十
一
市
町
か
ら
推
薦
さ
れ

た
代
表
者
に
よ
る
組
織
で
す
。

昨
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
の
会
議
を
瑞
穂
市
で
開
催
し
、
市
町

の
行
政
職
員
の
方
々
と
男
女
共
同
参
画

推
進
の
方
向
や
施
策
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
山
県
市
で
市
民
の
方
々

と
具
体
的
な
問
題
や
改
善
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を
他
の
市
町
に

も
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

FAX
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■ 問い合わせ先　　山県市役所　健康課　　22・6839

『
前
立
腺
（
せ
ん
）
が
ん
』
…

最
近
よ
く
耳
に
す
る
病
名
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
立
腺
は
男
性
だ
け
に
あ
る
臓

器
で
、
膀
胱
（
ぼ
う
こ
う
）
の
下

で
尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う
に
存
在

し
て
い
ま
す
。
ク
ル
ミ
大
ほ
ど
の

大
き
さ
で
、
ち
ょ
う
ど
果
物
の
皮

と
実
の
よ
う
な
構
造
を
し
て
お
り
、

精
液
の
一
部
が
こ
こ
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。（
図
参
照
）

前
立
腺
が
ん
は
前
立
腺
の
尿
道

か
ら
遠
い
位
置
に
発
生
す
る
こ
と

が
多
く
、
が
ん
の
発
生
初
期
に
は

全
く
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
が
ん
が
成
長
し
病
状
が

進
行
し
て
く
る
と
、

①
尿
が
出
に
く
い

②
少
し
ず
つ
尿
が
出
て
排
尿
に
時

間
が
か
か
る

③
夜
間
に
排
尿
す
る
回
数
が
増
え

る
④
残
尿
感
が
あ
る

な
ど
の
前
立
腺
肥
大
症
（
前
立

腺
に
で
き
る
良
性
腫
瘍
（
し
ゅ
よ

う
））
に
よ
く
似
た
症
状
が
出
始

め
ま
す
。

早
期
発
見
に
は
が
ん
検
診
の

受
診
が
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い

る
最
も
有
効
な
手
段
で
す
。

し
か
し
職
場
な
ど
で
の
健
康
診

断
に
こ
の
検
診
を
導
入
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。

山
県
市
で
は
市
民
の
方
を
対
象

に
左
記
の
日
程
で
前
立
腺
が
ん
検

診
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
前
立
腺
が
ん

検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
わ
が
国
で
Ｃ
型
肝
炎
に

感
染
し
て
い
る
人
は
、
百
万
〜
二

百
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｃ

型
肝
炎
は
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
多
い
た
め
自
分
自
身
が
感

染
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
方

が
多
く
、
さ
ら
に
最
近
で
は
感
染

者
の
中
か
ら
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ

進
行
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
検
査
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
こ
の
検
査
は
平
成
十
八
年
度
ま

で
順
次
節
目
の
年
齢
で
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
今
回
対
象
と
な
ら
な

い
方
は
、
次
回
以
降
の
ご
自
分
の

年
齢
が
節
目
の
年
齢
に
あ
た
る
年

度
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
対
象
者

山
県
市
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
が
あ
る
方

で
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
平
成
十
四
〜
十
六
年
度
節
目

の
年
齢
の
方
（
別
表
参
照
）

②
過
去
に
肝
臓
病
に
か
か
っ
た

こ
と
や
肝
機
能
が
悪
い
と
い

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

③
大
き
な
手
術
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方

④
妊
娠
・
分
娩
時
に
多
量
に
出

血
し
た
こ
と
が
あ
る
方

※
今
年
の
基
本
健
診
で
受
け
た
方

ま
た
は
過
去
に
肝
炎
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

昭和06年4月2日～昭和09年4月1日生まれ

昭和11年 〃 ～昭和14年　　 〃

昭和16年　〃　～昭和19年　　 〃

昭和21年　〃　～昭和24年　　 〃

昭和26年　〃　～昭和29年　　 〃

昭和31年　〃　～昭和34年　　 〃

昭和36年　〃　～昭和39年　　 〃

別表）平成14～16年度節目の年齢の方

前立腺�

尿道�

膀胱�
ぼうこう�
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▼
日
時

十
一
月
七
日
（日）

午
後
一
時
〜
三
時

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
東
隣
）

▼
料
金

無
料

▼
検
査
方
法

血
液
検
査

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
健
康
課

（

22
・
6
8
3
9
）
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制

▼
申
込
締
切

十
月
二
十
日
（水）

　市民の皆さんの健康づくりを支援することを目的として、今年度1回目
の「健康づくり市民講座」を開催します。�
　多数の皆さんが参加されますようご案内いたします。�
�
日　時　10月24日（日）　午後1時30分～3時�
場　所　保健福祉ふれあいセンター  2階�
内　容　テーマ「フットセラピーで心と体をリフレッシュ」�
　　　　講師：日本フットセラピスト協会理事　藤田たえ子先生�

フットセラピーは、足に刺激を与える事で自然治癒力を
高め、人が持つ本来の美しさと健康を回復させる健康法
と言われています。�

　　　　　　　自分でできるフットセラピーを学んでみませんか？�
受講料　無　料�
�
※参加希望の方は、電話またはFAXで 10月 20日（水）までに下記へ申
し込みください。�

申込先：山県市民健康づくり推進協議会事務局�
　（山県市保健福祉部健康課）�
　22・6839　　22・2117

健康づくり市民講座�健康づくり市民講座�

▼
日
時

①
十
一
月
七
日
（日）

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分
、
午
後
一
時
〜
三
時

②
十
二
月
五
日
（日）

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分
、
午
後
一
時
〜
三
時

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
（
市
役
所
東
隣
）

▼
対
象

山
県
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
が
あ
る
五
十
歳

以
上
の
男
性

▼
方
法

血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）

▼
料
金

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
健
康
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
十
六
度
健
康
診
査
申
込
書
で
す
で
に
申
し
込
み
済
の
方
は

改
め
て
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
十
月
中
旬
ご
ろ
、
ご
案
内

を
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

＊
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
は
…

Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
体
）
は
前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る

糖
タ
ン
パ
ク
の
一
つ
で
、
前
立
腺
が
ん
に
か
か
る
と
血
液
中
に

漏
れ
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
血
液
中
の
濃
度
が
正
常
よ
り
高
い

値
を
示
す
場
合
は
前
立
腺
が
ん
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

＊
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▼
開
催
日

十
月
二
十
五
日
（月）

▼
視
察
先
　
「
日
本
昭
和
村
」

（
美
濃
加
茂
市
）

▼
出
発
時
間

午
前
九
時
三
十
分
　
美
山
支
所

午
前
九
時
四
十
五
分
　
美
山
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前
十
時
　
保
健
福
祉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅

介
護
セ
ン
タ
ー

52
・
2
8
0
0

■
実
施
時
期

平
成
十
六
年
十
月
十
五
日
（金）
〜

平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
（月）

■
実
施
場
所
・
時
間

左
記
の
指
定
医
療
機
関
に
て
診

療
時
間
内
に
実
施
し
ま
す
。

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
指
定
医
療
機
関
に
連

絡
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

①
山
県
市
に
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
の
あ
る
方
で
接

種
当
日
に
六
十
五
歳
以
上
の

方

②
山
県
市
に
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
の
あ
る
六
十
〜

六
十
五
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
病
気

や
免
疫
力
の
低
下
に
よ
っ

て
、
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
が
あ

る
方

■
接
種
回
数

一
回

■
負
担
金

千
五
百
円
（
接
種
を
受
け
た
医

療
機
関
に
直
接
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。）

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

毎
日
を
お
過
ご
し
で
す
か
？
　
仕
事

や
家
事
な
ど
で
今
ま
で
楽
し
む
余
裕

が
な
か
っ
た
人
も
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、

新
し
い
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
か
？

こ
の
高
齢
期
を
充
実
し
た
も
の
に

す
る
う
え
で
気
を
つ
け
た
い
の
が

「
と
じ
こ
も
り
」
で
す
。

と
じ
こ
も
り
と
は
、
お
よ
そ
「
一

日
中
家
の
中
や
そ
の
ま
わ
り
で
過
ご

し
、
外
出
も
週
に
一
回
程
度
し
か
し

な
い
状
態
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
的
・
精
神
的
原
因

＊
か
ら
だ
の
障
害
を
他
人
に
み
ら
れ

る
の
が
恥
ず
か
し
い
。

＊
痴
呆
症
状
が
お
き
て
き
た
。

＊
ひ
と
り
で
歩
く
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。

＊
ト
イ
レ
が
近
く
て
、
で
か
け
る
の

が
不
安
だ
。

＊
目
や
耳
が
不
自
由
に
な
り
、
人
と

の
会
話
が
お
っ
く
う
だ
。

心
理
・
社
会
的
原
因

＊
親
し
く
し
て
い
る
友
人
や
知
人

が
、
ま
わ
り
に
い
な
い
。

＊
退
職
や
こ
ど
も
の
自
立
後
、
社
会

や
家
庭
で
役
割
が
な
い
。

＊
夫
（
妻
）
が
亡
く
な
っ
た
。

＊
健
康
に
対
す
る
不
安
感
が
取
れ
な

い
。

＊
趣
味
や
地
域
と
の
か
か
わ
り
あ
い

が
な
く
、
出
か
け
る
理
由
が
な
い
。

環
境
的
原
因

＊
外
に
で
か
け
る
こ
と
を
助
け
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
。

＊
坂
や
交
通
量
の
多
い
道
が
あ
る
。

＊
雪
が
降
っ
て
い
た
り
、
積
も
っ
た

り
し
て
い
る
。

＊
二
階
や
三
階
に
住
ん
で
い
て
上
り

下
り
が
大
変
。

と
じ
こ
も
り
の
症
状
は
、
老
化
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本

人
は
も
ち
ろ
ん
家
族
も
と
じ
こ
も
り

の
症
状
と
気
が
つ
か
ず
に
、
進
行
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寝

た
き
り
に
な
っ
た
人
の
多
く
は
と
じ

こ
も
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
と

じ
こ
も
る
こ
と
で
、
足
腰
が
弱
ま
る

と
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
あ
が
る
こ
と

す
ら
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

心
身
と
も
に
活
発
な
生
活
習
慣
づ
く

り
が
た
い
せ
つ
で
す
。

◎
地
域
の
活
動
に
参
加
し
よ
う

◎
趣
味
か
ら
交
流
を
広
げ
よ
う

◎
家
族
と
の
交
流
を
大
切
に
し
よ
う

◎
健
康
（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
）
に
気

を
つ
け
よ
う

こ
ん
な
こ
と
か
ら
と
じ
こ
も
る

十
月
の
介
護
者
の
集
い

●山県市在宅介護支援センター
22・6838

●山県市社協在宅介護支援センター
52・2800

●椿野苑在宅介護支援センター
22・6003

●桜美寮在宅介護支援センター
36・2013

在宅介護支援センター
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世
帯
の
方
は
、
負
担
金
は
免

除
と
な
り
ま
す
。
接
種
希
望

の
方
に
は
接
種
券
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
健
康
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

接
種
時
に
は
、
必
ず
健
康
保

険
証
、
老
人
医
療
受
給
者
証
の

い
ず
れ
か
と
健
康
手
帳
（
な
け

れ
ば
結
構
で
す
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
予
防
接
種
問
診
票
は
、
指
定

医
療
機
関
に
置
て
あ
り
ま

す
。

インフルエンザ予防接種相談窓口　山県市役所　健康課　　22・6839

医 療 機 関 名

あらいクリニック
山県市高富

石田内科
岐阜市福富出口

臼井内科
山県市富永

宇野クリニック
山県市伊佐美

遠渡内科
山県市東深瀬

大前医院
岐阜市太郎丸新屋敷

岡本医院
山県市佐賀

電話番号

23-1188

（058）
229-5530

52-2030

27-2100

27-2888

（058）
229-3131

22-3687

医 療 機 関 名

加藤医院
岐阜市加野

後藤医院
岐阜市三輪

鳥澤医院
山県市大森

永田医院
岐阜市福富天神前

なりみやクリニック
山県市高富

早川胃腸科外科クリニック
山県市岩佐

不破クリニック
岐阜市太郎丸

松井医院
岐阜市石原

電話番号

（058）
243-1114

（058）
229-1031

36-2311

（058）
229-2101

22-1213

52-1212

（058）
229-6081

（058）
229-5655

指 定 医 療 機 関

●国民年金は、国が運営する確実な将来の支えです

社会全体で世代間扶養を行う仕組みをとってい
る国民年金は、将来の経済社会がどのように変わ
ろうとも、やがて必ず訪れる長い老後の収入確保
を約束できる唯一のものです。

●保険料納付は、みんなの義務です

日本に住んでいる20歳から60歳までの方（自
営業者、フリーター、学生等）は、法律により、国民
年金に加入し、保険料を納める義務があります。

●保険料を納めると、生涯にわたり年金が受けられ

ます

国民年金は、どんなに長生きしても生涯にわた
って受けることができます。

●「万が一」のとき、障害年金・遺族年金が受けら

れます

国民年金には、老後の生活を保障する老齢年金
だけでなく、病気や事故で一定の障害が残ったと
きの障害年金や一家の働き手が亡くなったときの
遺族年金があります。

●年金額の3分の1は国が負担します

国庫負担の財源は、あなたやあなたの家族が納
めている税金の一部です。

●保険料は全額、社会保険料控除の対象です

国民年金保険料は、確定申告の際、全額社会保
険料控除として認められています。

年金週間は、豊かで楽しい老後を過ごすため、
一人ひとりが年金を身近で大切なものとして考
え、公的年金制度の意義を正しく理解し、自分
自身の老後に果たす年金の役割を知る機会とし
て、もうけています。この機会に、身近で大切
な国民年金をはじめ公的年金についてぜひ考え
てみてください。

国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳までの
方は必ず加入しなければならない制度です。
将来のこと、家族のことを考えていますか？
もし、年をとって年金を受けられなかったり、病気や
事故で一定の障害が残ったり、一家の働き手が亡くなっ
たとしたらどうしますか？

要介護認定を受けている通院困難な方で、上記以外の医療機関による訪問診療を受け、
その際に接種を希望される方については健康課までご連絡ください。
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日　　時

10月19日（火）
午前10時～

会　　場

四国山香りの森
公園

内　　容

秋の遠足

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

10月15日（金）
午前10時～

会　　場

伊自良老人福祉
センター

内　　容

保健師さんに聞
こう

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

10月20日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

子供の病気予防
と対策

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

日　　時

10月27日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

クリスマスツリー
を作ろう

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者対象

子育てママの学びと交流を目的として、

子育て教室などが開催されます。

みんなで楽しく子育てしましょう。

問い合わせ先 山県市教育委員会　社会教育課　　36・3304問い合わせ先

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。

会場 みやまジョイフル倶楽部
日時 10月 2日（土） 午前9時30分～

15日（金） 〃 10時～
問い合わせ先 みやまジョイフル倶楽部

55・2608
2回のうち1回を土曜日に開催することにな
りました。小学生の皆さんもどんどん来て
ください。

会場 伊自良図書館
日時 10月 2日、9日、16日、23日、30日

（毎週土曜日）すべて午後2時～
問い合わせ先 伊自良図書館　　36・3339

会場 高富中央公民館　図書室
日時 10月23日（土） 午後1時～
問い合わせ先 高富中央公民館

22・3351

会場
日時

会場
日時

問い合わせ先

会場
日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室

お話ピーチク読み聞かせ

わくわくランド

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
◆対　象 子育て中の保護者ならどなたでも
◆日　時 10月20日（水） 午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 子供の性格とその育て方

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
22・4569（代表：野沢）

10月の家庭教育講座

問い合わせ先

山県市の子育て教室が一緒になって、運動会を開催します。

子育て教室に入っていない方も大歓迎です。

参加を希望される方は、

高富中央公民館・伊自良中央公民館・美山中央公民館まで、

参加費とともにお申し込みください。

日　時 10月6日（水） 午前10時～12時

会　場 山県市総合体育館

参加費 150円



「
り
・
ふ
れ
っ
旬
や
ま
が
た

ツ
ア
ー
事
業
」
第
6
弾
！

「
今
が
旬
・
舟
伏
山
登
山

体
験
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集
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�

�

申
し
込
み
方
法
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
山
県
市
役
所

産
業
振
興
課
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日

十
月
二
十
三
日
（土）

▼
定
員

四
十
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

▼
内
容舟

伏
山
愛
好
家
に
よ
る
ガ
イ
ド
付

き
登
山
を
楽
し
み
ま
す
。

手
打
ち
う
ど
ん
を
食
し
ま
す
。

▼
費
用

千
円
程
度

▼
募
集
締
め
切
り

十
月
十
四
日
（木）

必
着

▼
申
し
込
み
記
入
事
項

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢

⑤
性
別
⑥
電
話
番
号

▼
申
し
込
み
先

山
県
市
役
所
産
業
振
興
課

〒
五
〇
一
―
二
一
九
二

山
県
市
高
木
一
〇
〇
〇
番
地
一

22
・
6
8
3
0

※
詳
し
く
は
、
電
話
に
て
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。 ★

観
光
モ
ニ
タ
ー
募
集
★

「
り
・
ふ
れ
っ
旬
や
ま
が
た

ツ
ア
ー
事
業
」
第
6
弾
！

「
今
が
旬
・
舟
伏
山
登
山

体
験
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集
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リ
ー
劇
場
（
名
作
ド
ラ
マ
・
ア
ニ

メ
）、
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
キ
ッ
ズ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
子
供
ア
ニ
メ
）
が
あ
り

ま
す
。

Q

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
T
V
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で

す
か
。

A

ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
。

Q

今
、
見
て
い
る
C
S
放
送
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

A

そ
の
ま
ま
引
き
続
き
視
聴
し
て
い

た
だ
い
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Q

基
本
放
送
だ
け
契
約
し
て
、
自
分

で
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
付
け
て
B

S
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
。

A

で
き
ま
す
。

Q

N
H
K
の
衛
星
第
1
・
第
2
放
送

は
見
ら
れ
る
の
で
す
か
。

A

お
使
い
の
テ
レ
ビ
が
C
チ
ャ
ン
ネ

ル
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
っ
て
い

れ
ば
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q

N
H
K
の
受
信
料
は
別
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

A

N
H
K
の
受
信
料
は
有
線
テ
レ
ビ

の
利
用
料
に
含
ん
で
い
ま
せ
ん
の
で
、

別
途
お
支
払
い
が
必
要
で
す
。

Q

基
本
放
送
だ
け
の
契
約
で
よ
い
の

か
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
契
約
し
た
方

が
よ
い
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

現
在
視
聴
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
番

組
で
満
足
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
基
本

放
送
だ
け
の
契
約
で
か
ま
わ
な
い
と

思
い
ま
す
。

Q

今
見
て
い
る
番
組
と
は
違
っ
た
番

組
が
基
本
コ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
か
。

A

8
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
山
県
市
自
主
放

送
番
組
、
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
フ
ァ
ミ

●
加
入
料
・
利
用
料
の
全
額
免
除

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
、
ま
た

は
、
ら
い
予
防
法
に
よ
る
援
助
を

受
け
て
い
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
級
・
2

級
・
3
級
）
を
所
持
す
る
方
の
世

帯
※

○
療
育
手
帳
（
A
・
A
1
・
A
2
）

を
所
持
す
る
方
の
世
帯
※

●
利
用
料
全
額
免
除

○
自
治
会
公
民
館

●
利
用
料
半
額
免
除

○
身
体
障
害
者
手
帳
（
4
級
・
5

級
・
6
級
）
を
所
持
す
る
方
の
世

帯
※

○
療
育
手
帳
（
B
1
・
B
2
）
を
所

持
す
る
方
の
世
帯
※

○
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
す
る
方
の

う
ち
、
障
害
の
程
度
が
恩
給
法
に

規
定
す
る
特
別
項
症
か
ら
第
1
款

症
ま
で
に
相
当
す
る
重
度
の
戦
傷

病
者
を
有
す
る
世
帯
※

※
い
ず
れ
も
そ
の
世
帯
を
構
成
す
る

全
て
の
方
が
市
町
村
民
税
非
課
税

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

Q

な
ぜ
テ
レ
ビ
愛
知
が
見
ら
れ
な
い

の
で
す
か
。

A

岐
阜
放
送
の
再
送
信
同
意
が
得
ら

れ
な
い
か
ら
で
す
。
現
在
、
交
渉
し

て
い
ま
す
。

Q

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
メ
リ
ッ
ト
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A

鮮
明
で
安
定
し
た
画
像
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
放
送
局
は
一
つ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は

三
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
午
後
9
時
か

ら
同
じ
放
送
局
で
プ
ロ
野
球
の
延
長

放
送
と
ド
ラ
マ
が
同
時
に
放
送
さ
れ

る
の
で
、
ど
ち
ら
か
選
ん
で
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q

引
き
込
み
工
事
実
施
後
、
デ
ジ
タ

ル
波
が
送
信
さ
れ
る
ま
で
今
の
ア
ン

テ
ナ
で
ア
ナ
ロ
グ
波
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
。

A

引
き
込
み
工
事
実
施
後
、
テ
レ
ビ

の
ケ
ー
ブ
ル
を
保
安
器
に
接
続
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
ア
ナ
ロ
グ
波
の
放

送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ア
ン
テ
ナ
を
残
さ
れ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

情報政策課  　22・6826　有線テレビ局  　22・6100

今
月
は
「
テ
レ
ビ
番
組
」
に
つ
い
て

の
質
問
で
す
。

加
入
料
・
利
用
料
の

減
免
に
つ
い
て
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▼
日
時

十
月
二
十
六
日
（火）
〜
二
十
九

日
（金）
、
十
一
月
二
日
（火）
、
四
日
（木）
の

六
日
間

《
午
前
の
部
》
午
前
九
時
三
十
分
〜
十

一
時
三
十
分

《
夜
間
の
部
》
午
後
七
時
三
十
分
〜
九

時
三
十
分

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館

▼
受
講
内
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

▼
受
講
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

者
で
、
カ
ナ
・
ロ
ー
マ
字
入
力
操
作

が
出
来
る
方

▼
定
員

午
前
・
夜
間
各
二
十
名

▼
申
込
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
を
一
枚
用

意
し
て
、
申
込
書
と
と
も
に
各
中
央

公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申

込
書
は
各
中
央
公
民
館
に
置
い
て
あ

り
ま
す
）。

▼
申
込
期
限

十
月
十
四
日
（木）
午
後
五

時
ま
で
（
十
月
四
日
は
休
館
日
）

▼
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
二
千
百
円
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
富
中
央
公
民
館

22
・
3
3
5
1

伊
自
良
図
書
館
で
は
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
原
稿
を
募
集
し
て
平
成
十

七
年
三
月
末
に
文
集
「
石
楠
花
（
し
ゃ

く
な
げ
）」
を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
応
募
要
領

様
式
は
、
B
5
判
に
二
段
の
縦
書

き
。
タ
イ
ト
ル
、
内
容
は
自
由
（
感
想

文
・
童
話
・
詩
・
俳
句
な
ど
）。
手
書

き
（
鉛
筆
は
不
可
）
や
、
パ
ソ
コ
ン
、

ワ
ー
プ
ロ
で
作
成
さ
れ
た
も
の
。
イ
ラ

ス
ト
を
入
れ
て
も
O
K
。
1
人
1
点
で

2
枚
程
度
を
、
伊
自
良
図
書
館
へ
郵
送

ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

十
一
月
十
六
日
（火）
《
必

着
》

▼
問
い
合
わ
せ
先

伊
自
良
図
書
館

36
・
3
3
3
9

岐
阜
県
で
は
、
山
の
恵
み
に
感
謝

し
、
山
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す

る
と
と
も
に
山
を
守
り
育
て
る
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
「
山
村
・
山
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
絵
て
が
み
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

●
山
（
森
林
）
の
恵
み

●
人
と
山
（
森
林
）
と
の
関
わ
り

●
山
（
森
林
）
を
守
り
育
て
る
　
な
ど

岐
阜
県
の
山
（
森
林
）
や
、
全
国
植

樹
祭
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
あ
り

が
と
う
　
未
来
へ
つ
な
げ
　
森
の
め

ぐ
み
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の

▼
応
募
締
切

十
二
月
十
七
日
（金）
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
5
0
0
―

8
5
7
0

岐
阜
県
庁
　
未
来
の
森
づ
く
り
推
進

室
内
「
山
村
・
山
」
絵
て
が
み
・
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
係

0
5
8
・
2
7
2
・
1
1
1
1

（
内
線
3
0
2
7
）

▼
募
集
期
間

第
一
回
（
新
卒
者
対
象
）
十
月
一
日

〜
二
十
九
日
。
第
二
回
（
一
般
・
新

卒
者
対
象
）十
一
月
一
日
〜
三
十
日
。

第
三
回
（
一
般
・
新
卒
者
対
象
）
一

月
四
日
〜
二
月
十
日

▼
訓
練
科
目
（
期
間
）

〈
普
通
課
程
〉
シ
ス
テ
ム
設
計
科

（
二
年
）、
O
A
シ
ス
テ
ム
科
（
一

年
）、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科

（
二
年
）

〈
短
期
課
程
〉（
期
間
は
す
べ
て
一

年
）
O
A
事
務
科
、
C
A
D
設
計

科
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
、

園
芸
科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
彫
型
工

芸
科

▼
応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
を
有
し
、
障
害
が

固
定
し
て
い
て
訓
練
と
集
団
生
活
が

可
能
な
方
で
、
普
通
課
程
は
高
校
卒

業
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
方
、
短
期
課
程
は
義
務
教
育
終
了

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

方
。

▼
応
募
方
法

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
を
経
由

し
て
、
入
校
願
書
と
健
康
診
断
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法

普
通
・
短
期
課
程
と
も
一
般
教
養
試

験
と
面
接

▼
受
験
料
・
授
業
料

無
　
料

▼
そ
の
他

訓
練
で
必
要
な
工
具
は
お
貸
し
し
ま

す
が
、
教
科
書
代
・
食
費
は
実
費
と

な
り
ま
す
。
通
校
が
不
便
な
方
は
、

寄
宿
舎
に
入
寮
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

0
5
3
3
・
9
3
・
2
1
0
2

「
山
村
・
山
」絵
て
が
み
・
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

「
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
」
平
成
17
年
度
訓
練
生
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

文
集
原
稿
募
集
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平
成
十
七
年
成
人
式
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

平
成
十
七
年
一
月
九
日

（日）

午
前
十
時
よ
り
受
付
開
始
予
定

▼
開
催
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
対
象
者

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日

〜
六
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

36
・
3
3
0
4

※
学
業
お
よ
び
就
職
等
の
都
合
に
よ
り

市
外
へ
住
所
を
移
さ
れ
て
い
る
方

で
、
山
県
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
社
会
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

山
県
市
で
は
、
四
か
月
か
ら
九
か
月

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
同

士
の
交
流
を
は
か
り
、
育
児
に
つ
い
て

学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
「
ミ
ル

キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
開
催
日
時

毎
月
二
回
、
午
前
十
時

三
十
分
〜
十
二
時
ご
ろ
（
詳
細
は
お

申
込
の
あ
っ
た
方
に
後
日
連
絡
し
ま

す
）

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
▼
内
容

身
体
を
使
っ
た
遊
び
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
親
子
ビ
ク
ス
等

▼
申
込
締
切
　
十
月
二
十
七
日
（水）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
健
康
課22

・
6
8
3
9

母
子
・
父
子
・
寡
婦
の
集
い
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
三
日
（祝）

▼
場
所

知
多
市
　
み
か
ん
狩
り
（
一

家
族
十
　
付
）

▼
対
象
者

母
子
・
父
子
家
庭
親
子
、

寡
婦

▼
参
加
費

母
子
家
庭
会
員
親
子
　
無
料

小
学
六
年
生
ま
で
　
　
三
千
円

大
人
　
　
　
　
　
　
　
六
千
円

父
子
家
庭
　
　
　
　
　
三
千
円

▼
申
込
締
切

十
月
三
十
日
（土）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

小
谷
千
鶴
子

22
・
3
8
5
4

★日程・内容
第1回　10月28日（木）
ボランティアはじめの一歩
第2回　11月8日（月）
子どもの発達特性・山県市の子育ての現状
第3回　11月19日（金）
発達段階に応じた事故予防
第4回　11月29日（月）
乳幼児学級での活動紹介、現ミルキーママボ
ランティアとの交流会
★場所 保健福祉ふれあいセンター

3階 ボランティア室

★時間 午前10時～12時
★対象 市内在住の子育てボランティアに興味・

関心のある方、子どもが大好きな方
★定員 先着30名
★参加費 300円
※全4回コースのうち3回以上参加された方に終
了証を交付致します。

★申込方法 10月25日（月）までに電話にて、山
県市役所健康課（ 22・6839）まで申し込み
ください。

「
母
子
・
父
子
家
庭
親
子
、
寡

婦
の
つ
ど
い
」
の
ご
案
内

「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ
」で

子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ

皆さんのちょっとした空き時間を利用して、
託児ボランティアをやってみませんか？
現在山県市では子育て真っ最中のママたち

を応援するため、家庭の事情等があるお子さ
んを一時的に預かる「コミュニティママ」、市
の乳幼児教室等で託児をお願いする「ミルキ
ーママボランティア」などの託児ボランティ

アを募集しています。ボランティアにご協力
いただける方、最近の子育てに興味のある方
を対象に下記のとおり子育てボランティア講
座も開催しますのでご参加ください。
みんなで地域の若いママたちの子育てを応

援しましょう。多数の皆さんのご参加をお待
ちしています。

キ
ロ
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岐
阜
県
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
す
る
た
め
に
十
月
一
日
か
ら
一
か
月

間
「
マ
イ
・
バ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。
特
に
十
月
五
日
（火）
を

「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
デ
ー
」
と
し
て
、
エ
コ
シ

ョ
ッ
プ
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で

レ
ジ
袋
消
滅
の
呼
び
か
け
を
集
中
的
に

行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ

●
買
い
物
に
は
買
い
物
袋
を
持
参
し
、

レ
ジ
袋
を
辞
退
し
ま
し
ょ
う

●
不
要
な
包
装
を
辞
退
し
、
商
品
の
簡

易
包
装
を
求
め
ま
し
ょ
う

●
商
品
を
購
入
す
る
と
き
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
な

ど
環
境
配
慮
型
商
品
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

▼
販
売
店
の
皆
さ
ん
へ

●
レ
ジ
で
の
声
か
け
な
ど
、
買
い
物
袋

持
参
を
働
き
か
け
ま
し
ょ
う

●
商
品
の
簡
易
包
装
に
努
め
ま
し
ょ
う

●
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

設
け
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
に
環
境

配
慮
型
商
品
の
販
売
に
努
め
ま
し
ょ

う
●
店
内
放
送
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
、
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
買
い
物
袋
持
参
等

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
庁
　
循
環
社
会
推
進
室

0
5
8
・
2
7
2
・
1
1
1
1

（
内
線
2
6
8
8
）

二
〇
〇
五
年
三
月
新
規
学
校
卒
業
予

定
者
を
中
心
に
二
〇
〇
四
年
三
月
卒
業

者
お
よ
び
若
年
就
職
希
望
者
と
企
業
と

の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
直
接
面

接
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
月
二
十
八
日
（木）
午
後
二
時

〜
四
時
三
十
分
（
受
付
開
始：

午
後

一
時
三
十
分
）

▼
場
所

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
「
催

し
広
場
」（
岐
阜
市
金
町
）

▼
対
象
者

二
〇
〇
五
年
三
月
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
・
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
三
月

同
卒
業
者
と
十
八
〜
二
十
九
歳
ま
で

の
就
職
希
望
者

▼
参
加
企
業

岐
阜
・
西
濃
・
中
農
地

域
の
企
業
八
十
社
（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜
学
卒
係

0
5
8
・
2
4
7
・
9
8
9
2

皆さん“行政相談”ってご存じですか？
“行政相談”とは、国の行政機関や道路公団な

どの特殊法人の仕事について、皆さんの苦情や要
望をお聞きし、その解決の促進を図る制度で、総
務省から委嘱された行政相談委員が皆さんのご意
見をお聞きし相談に応じます。
相談は無料で、秘密は固く守られます。定例相

談日は、毎月「広報やまがた」に掲載しています
ので、どうぞご利用ください。

山県市の行政相談委員（敬称略）
鷲見伊奈子（高木） 22・2041
宮田　充秋（平井） 36・3625
江崎　　淳（片原） 54・2140

問い合わせ先 山県市役所　秘書課
22・6821

※なお、総務省岐阜行政評価事務所（岐阜市金竜
町　岐阜合同庁舎内）では、いつでも行政相談
に応じています。

0570・090110

10
月
1
日
〜
31
日
「
マ
イ
・
バ

ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

「
2
0
0
5
年
3
月
新
規
学
卒

者
お
よ
び
若
年
者
就
職
面
接

会
」
開
催

02日（土） 10：00～　一輪車で遊ぼう
09日（土） 10：00～　作って遊ぼう　定員10人
16日（土） 09：00～　切り絵　定員10人
23日（土） 10：00～　フラワーアレンジ　定員10人
30日（土） 10：00～　お菓子作り　定員15人
※毎週水曜日（15：00～16：00）珠算クラブ

09日（土） 09：30～　風船バレーボール大会　定員20人
16日（土） 09：00～　はじめてのパン教室　定員15人
23日（土） 10：00～　一輪車検定日　定員15人
30日（土） 10：00～　おもちゃ作りを楽しむ

（鉄砲を作る）定員20人

◆1日午前9時から参加希望者の申込受付を開始します
（電話での申し込みも受け付けます）。定員になり次第
締め切らせていただきます。
◆一部で材料費が必要な行事もあります。
※持ち物など詳しくは各施設にお問い合わせください。

高 富 児 童 館　　　22・4750

子どもげんきはうす　　　23・2323



来
年
四
月
か
ら
保
育
園
へ
入
園
を
希

望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
入
園
申
込
の
受

付
を
開
始
し
ま
す
。
社
会
福
祉
課
お
よ

び
各
保
育
園
に
置
い
て
あ
り
ま
す
『
保

育
園
入
園
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
度
途
中
の
入
園
を
希
望
さ

れ
る
方
も
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
期
限

十
月
二
十
九
日
（金）

▼
申
込
先

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
保

育
園

▼
対
象
年
齢

生
後
十
か
月
〜
五
歳
児

▼
入
園
条
件

〈
一．

家
庭
外
労
働
〉
児
童
の
親
が
家

庭
の
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
普
通

で
あ
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合

〈
二．

家
庭
内
労
働
〉
児
童
の
親
が
家

庭
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以

外
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ

る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
場
合

〈
三．

母
親
の
出
産
、
病
気
等
〉
児
童

の
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後

間
が
な
い
場
合
。
病
気
・
負
傷
・
心

身
に
障
害
が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

〈
四．

病
人
の
看
護
等
〉
児
童
の
家
庭

に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

害
の
あ
る
人
が
あ
る
た
め
、
親
が
い

つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
お
り
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

〈
五．

家
庭
の
災
害
〉
火
災
や
風
水

害
・
地
震
な
ど
の
不
幸
が
あ
り
、
住

居
を
失
っ
た
り
、
破
損
し
た
た
め
、

そ
の
復
旧
の
間
、
そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
社
会
福
祉
課

22
・
6
8
3
7

市
内
在
住
の
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以

上
）
の
方
を
対
象
に
高
齢
者
福
祉
施
策

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
無
作
為
抽
出
で
千
人
の
方
に

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
調
査
票

が
届
き
ま
し
た
方
は
回
答
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
名

高
齢
者
健
康
・
福
祉
意
識

調
査

▼
実
施
日

平
成
十
六
年
十
月
中

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
長
寿
福
祉
課

22
・
6
8
3
8
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山
県
市
立
保
育
園

入
園
申
込
受
付
開
始

山
県
市
高
齢
者
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
願
い

山県市消防本部　南消防署　　22・0119
北消防署　　55・2119

全国的に放火または放火の疑いある火災が
増加する傾向にあります。
わが家は大丈夫と思わず次のことに注意し

ましょう。

①家の周りには燃えやすいものを置かな
いようにしましょう。

②夜間、建物の周囲や駐車場はなるべく
明るくしましょう。

③空き家、物置にはカギをかけましょう。
④車やバイクのボディカバーは燃えにく
いものを使いましょう。

⑤地域ぐるみで放火防止対策に取り組み
ましょう。

総合体育館　　22・6622

【清掃休館日　10月18日（月）】

3日（日） 全日本総合男子バレーボール県予選

17日（日） たかとみバレー大会

20日（水） 県レディースバドミントン大会

23日（土）～24日（日）
スポレク98ぎふ記念ソフトバレー大会

31日（日） マザーカップ杯バレーボール大会

10月の総合体育館スポーツイベント

放火防止5ヵ条

放火防止対策を
考えたことはありますか
放火防止対策を

考えたことはありますか
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検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
一
人
の
検

察
審
査
員
が
、
い
わ
ば
国
民
を
代
表
し

て
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け

な
か
っ
た
こ
と
（
こ
れ
を
「
不
起
訴
処

分
」
と
い
い
ま
す
）
の
よ
し
あ
し
を
審

査
す
る
と
こ
ろ
で
、
刑
事
手
続
き
の
中

に
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を
反
映
さ

せ
、
よ
り
良
い
刑
事
司
法
を
実
現
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

審
査
の
申
立
に
は
、
費
用
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
立
人
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
検
察
審
査
会
の

窓
口
で
は
、
申
立
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局

0
5
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・
2
6
2
・
5
1
2
1

独
立
、
起
業
や
新
事
業
を
行
う
子
会

社
の
設
立
を
支
援
し
ま
す
。

▼
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
条
件

①
法
人
を
新
た
に
設
立
す
る
こ
と
（
子

会
社
の
場
合
は
既
存
の
会
社
で
行
っ

て
い
な
い
新
た
な
事
業
を
行
う
法
人

に
限
り
ま
す
）

②
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
主
た
る
事

業
と
し
て
行
う
こ
と

③
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
労
働
者

を
三
人
以
上
、
現
に
継
続
し
て
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
（
う

ち
一
人
以
上
は
非
自
発
的
離
職
者
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

●
常
用
労
働
者
ま
た
は
短
時
間
労
働
者

（
う
ち
一
人
以
上
は
常
用
労
働
者
）

●
雇
い
入
れ
日
現
在
で
六
十
五
歳
未
満

の
者

●
雇
い
入
れ
後
三
カ
月
以
上
経
過
し
た

者
●
法
人
設
立
の
日
か
ら
一
年
六
カ
月
以

内
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者

▼
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

①
創
業
経
費
に
か
か
る
支
援

法
人
設
立
後
六
カ
月
間
に
支
払
っ

た
経
費
の
三
分
の
一
が
支
給
さ
れ
ま

す
（
上
限
あ
り
）。

（
対
象
創
業
経
費
）
法
人
設
立
に
関

す
る
事
業
計
画
作
成
費
、
職
業
能
力

開
発
経
費
、
設
備
・
運
営
経
費

②
雇
い
入
れ
に
か
か
る
支
援

法
人
設
立
後
一
年
六
カ
月
間
に
雇

い
入
れ
ら
れ
た
創
業
支
援
対
象
者
の

う
ち
、
三
十
歳
以
上
の
非
自
発
的
離

職
者
一
人
当
た
り
三
十
万
円
（
短
時

間
労
働
者
は
一
人
当
た
り
十
五
万

円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
上
限
百
人

分
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

（財）
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
岐
阜
事

務
所

0
5
8
・
2
1
2
・
3
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岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課
雇
用
開
発

係

0
5
8
・
2
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3
・
5
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▼
日
時

十
月
二
十
四
日
（日）

午
後
零
時
三
十
分
か
ら

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館

山
県
市
文
化
協
会
民
舞
踊
連
盟

ひ
ま
わ
り
会
発
表
会

検
察
審
査
会
っ
てど

ん
な
と
こ
ろ

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励

金
が
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

　毎年10月1日は「浄化槽の日」
です。これは浄化槽の設置や
管理などについて定めている
「浄化槽法」が、昭和60年10
月1日に全面的に施行された
のを記念して定められたもの
です。�
　浄化槽法の中では、浄化槽
の設置者に対し定期的に保守
点検・清掃・法定検査を行う
ことが義務付けられています
が、こうした維持管理を行う
ことで浄化槽が適正に機能し、
さらには地域の水環境の保全
につながることをご理解くだ
さい。�
岐阜地域浄化槽協議会�
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10月

は市役所、 は保健福祉ふれあいセンター、 は山県市商工会館、 は伊自良老人福祉センター、
は美山支所、 は美山構造改善センター、 は美山中央公民館、 は梅原公民館、

は桜尾公民館、 は西武芸公民館西桜

梅美中美構美支

伊商保市

日 月 火 水 木 金 土

3日

はみがきけんしん
受付 13：00～

14：00
乳がん検診 受
付13：00～13：30
すこやか相談（要
予約：健康課
22・6839）

美構

伊

休日診療：早
川胃腸科外科
クリニック
9：00～ 15：
00、16：00～
19：00（山県
市岩佐　52・
1212）

ポリオ予防接種
受付13：15～

14：00
保

3歳児健診
受付13：00～
14：00

保 乳幼児相談 10：
00～11：00
子宮がん検診 受付
13：15～14：00
ハッピーライフ相談

9：00～12：00美支

桜

美構 はみがきけんしん
受付13：00～

14：00
保

休日診療：ひ
らまつ耳鼻咽
喉科 9：00 ～
15：00、16：00
～19：00（山
県市高富
22・0288）

体育の日
休日診療：も
りこどもクリ
ニック 9：00
～ 1 5：0 0 、
16：00～19：
00（山県市東
深瀬　2 3 ・
0321）

弁護士相談
（会場：3階304
会 議室）受付
13：00～14：30
社会保険相談

1 0：0 0 ～
15：00
美中

市 1 歳 6 か月児
健診 受付
13：00～14：
00

保
ハッピーライフ相談

9：00～12：00美支
行政相談・人権擁
護相談 13：00～
15：00
行政相談 13：00
～15：00
ポリオ予防接種

受付13：15
～14：00
美構

伊

保

休日診療：森
医院　9：0 0
～ 1 5：0 0 、
16：00～19：
00（山県市高
富 　 2 2 ・
1024）

ポリオ予防接種
受付13：15～

14：00
乳幼児相談
10：00～11：00
子宮がん検診
受付 1 3：1 5 ～
14：00

西

伊

保
10 ・ 11 か月
児健診 受付
13：00～14：
00

保
ハッピーライフ相談

9：00～12：00美支
乳がん検診 受付
13：00～13：30

西

休日診療：岡
本医院　9：00
～15：00、16：
0 0 ～ 1 9：0 0
（山県市佐賀　
22・3687）

社会保険相談
10：00～15：00

商 3 ・ 4 か月児
健診 受付
13：00～13：
15

保
ポリオ予防接種 受
付13：15～14：00
子宮がん検診 受付
13：15～14：00
心の相談 受付13：
30 ～ 15：00（要予
約：社会福祉課
22・6837）
ハッピーライフ相談

9：00～12：00美支

保

伊

保

休日診療：な
りみやクリニ
ック 9：00～
15：00、16：
0 0 ～ 1 9：0 0
（山県市高富
22・1213）

子宮がん検診
受付13：15

～14：00
保

ツベルクリン予
防接種 受付
13：15～14：00
骨粗しょう症検
診 受付9：
30～10：00、
受付13：00～

13：30
西

美構

伊
BCG予防接種 受
付13：15～14：00
ハッピーライフ相談

9：00～12：00美支

伊 はみがきけんしん
受付13：00～

14：00
乳がん検診 受付
13：00～13：30

梅

美構

4日 5日 6日 7日 8日 9日

10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日

24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日

1日 2日

11月

献血 栗まつり
会場（四国山香
りの森公園）9：
30～12：00、13：
00～16：00



高　富 高　木

岩　佐

高　富

佐　賀

西深瀬

高　木

梅　原

中　洞

高　富

東深瀬

梅　原

赤　尾

大　桑

松　尾

大　門

原

谷　合

佐　野

笹　賀

青　波

岩　佐

中　洞
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

応援します�

31，411人（－26）

男 15，378人（－18）

女 16，033人（－ 8）

世帯数 9，813戸（＋ 8）

前月比

8月届出分

人口の動き（平成16年9月1日現在）

カン・白
色トレイ

8日

11日

18日

20日

13日

15日

20日

25日

1日
（11月5日）

7日
（11月4日）

6日
（11月3日）

5日
（11月2日）

28日

23日

22日

27日

22日

びん・ペッ
トボトル

21日

26日

16日

9日

16日

19日

2日

12日

14日

12日

不燃ごみ
粗大ごみ

25日

26日

20日

21日

13日
14日

18日
19日

27日

8日

12日

28日
29日

5日
（11月2日）

4日
（11月1日）

5日
（11月2日）

6日
（11月4日）

7日
（11月5日）

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞



28広報やまがた 2004.10

山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000-1
企画部総合企画課

0581・22・6824
0581・22・6851

平成16年10月1日発行
http://www.city.yamagata.gifu.jp/
info@city.yamagata.gifu.jp
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▼
総
合
防
災
訓
練
の
日
、
搬
送
訓
練
の
合
間

を
ぬ
っ
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
市
内
空

撮
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
結
構
高
い
と
こ
ろ
が

苦
手
な
の
で
飛
行
前
は
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
飛
ん
で
み
る
と
意
外
と
平
気

で
、
快
調
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け
ま
し

た
。
▼
た
だ
空
を
飛
ん
で
い
る
と
今
ど
こ
の

上
空
か
分
か
ら
な
く
な
る
時
が
あ
り
、
自
分

で
撮
っ
た
は
ず
な
の
に
「
こ
こ
ど
こ
だ
っ

け
？
」
と
思
う
写
真
が
何
枚
か
出
来
上
が
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
Ｏ
Ｎ
）

▼
世
間
を
騒
が
し
て
い
る
「
プ
ロ
野
球
の
球

団
統
合
問
題
」。
し
か
し
、
ス
ト
後
の
試
合

は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
熱
戦
。
そ
し
て
某
球

団
は
試
合
開
始
前
に
戦
隊
も
の
の
マ
ス
ク
を

か
ぶ
っ
て
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
。
▼
今
、
日
本

各
地
で
戦
隊
も
の
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
大
活
躍
し

て
い
る
と
テ
レ
ビ
で
特
集
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
ゴ

ミ
の
仕
分
け
に
関
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
な
ど
な
ど
。

子
供
は
も
と
よ
り
大
人
に
も
大
人
気
の
よ
う

で
す
。
山
県
市
に
も
ヒ
ー
ロ
ー
が
誕
生
す
る

の
か
な
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
）
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「
義
母
に
相
談
し
た
ん
で
す
。

岐
阜
県
母
子
相
談
員
（
現
自
立
支

援
員
）
を
や
ら
な
い
か
と
言
わ
れ

た
と
き
。
私
は
自
分
が
相
談
を
し

た
い
ぐ
ら
い
な
の
で
断
る
つ
も
り

だ
っ
た
ん
で
す
が
…
。
そ
の
と
き

義
母
が
『
同
じ
立
場
の
人
と
話
せ

る
か
ら
や
っ
て
み
た
ら
』
と
言
わ

れ
た
の
が
こ
の
職
に
就
く
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
」。

平
成
五
年
、
ご
主
人
を
病
気
で

亡
く
さ
れ
た
山
田
照
子
さ
ん
（
写

真
中
央
・
高
富
）。
ま
た
平
成
二

年
か
ら
〇
歳
か
ら
中
一
ま
で
の
ご

主
人
の
兄
弟
の
子
供
六
人
と
自
分

の
子
供
三
人
、
合
計
九
人
を
義
母

と
一
緒
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
体
験
談
を
元
に
、
七
月
五

日
に
第
五
十
三
回
岐
阜
県
母
子
寡

婦
福
祉
大
会
で
発
表
を
行
わ
れ
、

優
良
母
子
家
庭
を
た
た
え
る
中
日

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
「
母
子

家
庭
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受

け
ま
す
が
、
す
べ
て
の
事
例
が
違

う
の
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
行
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
だ
ん
だ
ん
と
複

雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
実
際
ア

ド
バ
イ
ス
と
い
う
よ
り
話
を
聞
い

て
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
重
点
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
」。
と
山
田
さ
ん
。
こ
の

職
に
つ
い
て
よ
か
っ
た
な
思
う
こ

と
は
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
母
子
は

職
を
み
つ
け
る
こ
と
が
本
当
に
た

い
へ
ん
な
ん
で
す
。
職
が
な
け
れ

ば
食
べ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
の
で
す
か
ら
。
当
然
私
た
ち

が
支
援
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

そ
こ
で
決
ま
っ
た
と
き
が
や
は
り

う
れ
し
い
」。

山
県
市
母
子
会
の
活
動
に
も
力

を
入
れ
ら
れ
て
い
る
山
田
さ
ん
。

「
若
い
母
子
家
庭
が
参
加
し
や
す

い
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
月
一
回
、
高
齢
者
と
の
交
流

の
場
『
き
ら
き
ら
サ
ロ
ン
』
と
い

う
会
を
自
宅
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
」。

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い

「
き
ら
き
ら
サ
ロ
ン
」

FAX




